
○ 人材を確保できたことにより、作業が効率的に進められ、出荷量が
増加。

○ 今後は、午前だけでなく、午後２時間の作業を依頼したいが、障が
い者が昼食をとる休憩場所が無いことや、フォークリフトの移動等で
作業スぺースが狭いため、新規に作業場を増設し、作業環境を整備す
ることを検討している。
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所在地：富山県黒部市
団体名：有限会社 林農産
取組パターン：連携型
選定表彰：

・平成23年度 全国優良経営体表彰
農林水産大臣賞（主催：農林水産省)

・令和３年度 富山県功労賞
(主催：富山県)

・令和４年度 日本農業賞優秀賞（個人経営の部）

主力商品：米（コシヒカリ、特別栽培米

コシヒカリ、特別栽培米富富富）、大豆、

ねぎ、そば、里芋、丸いも

基本情報

取組の成果体制図

所在地▶富山県黒部市若栗1354

連絡先▶TEL:0765-52-2661 FAX：0765-52-2661

E-mail:info@hayashi-nousan.com

ウェブサイト▶http://hayashi-nousan.com/

視察受入れ：要相談 報道機関受入れ：要相談
富山県
黒部市

有限会社 林農産

○ 有限会社林農産は、ねぎの出荷作業において人手不足による労働力確保のため市に相談したところ、市から社会福祉法

人せせらぎ会の就労継続支援B型事業所「せせらぎハウス黒部」を紹介していただき、令和２年７月から障がい者がねぎ

の出荷作業等に従事。

○ 経営面積95ha：水稲（60ha）及び大豆（28ha）を中心に、ねぎ（2.8ha）、
そば、里芋、丸いも、ぶどうを栽培。

○「せせらぎハウス黒部」の施設外就労として、ねぎの選別や結束・箱詰め作業をは
じめ、里芋や大豆の選別作業を行う。

○ 利用者３人と支援員１人の４人
体制でシフトを組んで、午前９時
から３時間作業を行う。

○ 選別作業の時間を短縮するため、
長ねぎ専用選別機を導入。夏期に
ミスト扇風機、冬期に温風ヒーター
を設置し、作業環境を整備。

取組の概要

ねぎの選別機 結束作業の様子

白ねぎ



【取組のプロセス】

2019年～

2019年～

今後の
展望

きっかけ ねぎの出荷作業において、人手不足による労働力確保のため、市に相談。

ねぎの出荷作業に取り組む

人手不足解消と施設外就労受け入れで共生社会の一歩に

○ 野菜の作業は手作業が多いため、今後も受け入れを継続し、農業と
福祉が連携し協力してWin・Winに取り組んでいきたい。

市からの紹介

何度も協議を
重ねる

○ 令和２年７月から、障がい者がねぎの出荷作業等を行っている。

○ ねぎを選別機にかけて、サイズ別に選別されたねぎの結束作業、箱
詰め作業等に取り組む。

〇 ねぎの作付面積が、2.0haから2.8haに拡大。

〇 令和３年から、育苗箱の洗浄、里芋や大豆の選別作業にも取り組む。

労働力確保

さらに
出荷量増加！

作業領域も
拡大！！

○ 市から、社会福祉法人せせらぎ会の就労継続支援B型事業所
「せせらぎハウス黒部」を紹介していただく。

○ 令和元年10月から「せせらぎハウス黒部」と、作業内容等について、
協議を重ねる。

○ 事前に「せせらぎハウス黒部」にて、新聞紙を丸めてねぎに見立て、
作業の練習を行う。

作業内容等の協議及び事前の練習

長ねぎ選別機の導入と作業環境の整備

2020年～

○ 選別作業の時間を短縮するため、長ねぎ専用選別機を導入。

〇 夏期に扇風機、冬期に温風ヒーターを設置し、作業環境を整備。

並べて箱詰め

作業風景

利用者の声


